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九州北部豪雨災害において流木により被害が拡大した事例







鳥取県における流木災害事例（H19若桜町）





北里川砂防堰堤（熊本県阿蘇地域振興局）

透過型砂防堰堤による流木捕捉事例



土砂が多い場合（土石流タイプ）の流木の捕捉

透過型砂防堰堤 不透過型砂防堰堤



土砂が少ない場合（掃流タイプ）の流木の捕捉

透過型砂防堰堤 不透過型砂防堰堤



鳥取県における総合的な流木対策

① 事業の目的・概要
【目的】
○平成２９年７月の九州北部豪雨では、大量の流木が橋梁など横断構造物に堆積して川を塞ぎ、そこ
から溢れ出た氾濫流とともに流木も流出し、家屋等に被害が発生。本県でも、平成１９年には集中豪
雨により琴浦町や若桜町で流木による河川閉塞で浸水被害が発生。また、平成２９年１０月の台風２
１号では鳥取市河原町で山腹崩壊により流木を伴う土石流（砂防堰堤が流木を捕捉）が発生してい
る。

○このような状況を踏まえ、平成２９年１０月から部局横断的なワーキンググループを設置し、流木対
策の検討を行うとともに、流木の堆積や河道閉塞に伴い洪水氾濫被害等が拡大する恐れのある危
険箇所（トラブルスポット）を河川、砂防渓流、ため池の３つに区分して抽出し、その中でも優先的に
対策が必要な箇所について具体的に整備方針案を整理し対策の検討を進めていくことを目的とする。

【検討概要】
○流木による閉塞等の危険度を判定し、ため池、河川、砂防の危険箇所（トラブルスポット）の抽出を行
う。（平成２９年度）

○トラブルスポット抽出後は、過去に流木被害が発生するなど重点的な対策が必要な代表流域を設定
し、流域内における森林、砂防・治山渓流、ダム・ため池、河川等での対策を効果的に組み合わせた
「流域一体となった総合的な流木対策計画」を策定する。（平成３０年度）

○被害実績や重要な保全施設の有無など優先順位をつけながら計画的に対策を推進し、流域全体の
治水安全度を向上させるとともに、流域住民の早期避難につなげていく。（平成３１年度以降）

○代表流域における計画策定で得た知見を活かし、対策実施後の効果を検証しながら、全県の他流
域へ展開していく。 （平成３１年度以降）



渓流のトラブルスポットの抽出

（箇所数）

土砂災害警戒区域（土石流） 2,606

既存資料による絞り込み

砂防堰堤に流木止めがない 2,557

流路に護岸工がある 852

渓流に橋などの横断構造物がある 522

56

流木閉塞危険度による判定 19

橋脚の間隔（径間長）が狭い？

橋脚に囲まれた面積（流下断面）が小さい？

直近10年の間に土砂流出を起こし、
重要な守るべき施設がある

「渓流」におけるトラブルスポットの抽出



渓流のトラブルスポット（ピンク色以上：１９箇所）

危険度大

危険度小

危険度判定を実施した５６箇所



ため池のトラブルスポットの抽出

（箇所数）

防災重点ため池 85

既存資料による絞り込み 46

土砂災害警戒区域内か？

土石流発生流下区域内か？

流出土砂流木量がため池の貯留可能量を上回っているか？

堤防断面が設計基準を満たしているか？

流木閉塞危険度による判定 19

洪水吐に流木が引っかかりやすい構造か？

洪水吐が流木で閉塞しやすい構造か？

「ため池」におけるトラブルスポットの抽出



危険度大

危険度小

ため池のトラブルスポット（ピンク色以上：１９箇所）

危険度判定を実施した４６箇所



河川のトラブルスポットの抽出

（箇所数）

鳥取県内の河川に架かっている全橋梁数 8,205

既存資料による絞り込み

県が管理している河川に架かっている橋梁 2,046

流木閉塞危険度による判定 349

橋脚の間隔（径間長）が狭い？

流木が橋から上流側に長く溜まる？

橋から半径300ｍの範囲内に重要な保全対象があるか？

現地確認による絞り込み

「河川」におけるトラブルスポットの抽出



場所 流木対策

1 森林（流木の発生源）
○流木化の危険性がある樹木量を減少させる
　　　⇒　間伐の促進

2 渓流（砂防事業の区域）
○砂防堰堤で流木を捕捉する
　　　既設の砂防堰堤　⇒　流木止めを追加設置する
　　　新設の砂防堰堤　⇒　透過型砂防堰堤を基本とする

3 ため池

○ため池に流木を流入させない
　　　⇒　ため池の上流側に流木止めを設置

○ため池に流木を貯め込まない
　　　⇒　洪水吐を拡大して流木を安全に流す

4 河川区域

○河道内に流木を貯め込まない
　　　⇒　河床の土砂掘削や、河道内の樹木を伐採して流下断面を拡大

○流木が引っかかりやすい場所をカメラ等で監視
　　　⇒　水位の上昇を観察して、必要に応じて早期避難を行う

各トラブルスポット及び発生源（森林）における流木対策



総合的な流木対策フロー（案）

※TrSⅰは短期対策箇所、ⅱは中長期対策箇所 ※TrSⅰは短期対策箇所、ⅱは中長期対策箇所

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

河川課 治山砂防課 農地・水保全課 森林づくり推進課

森林経営計画（既存）

・森林整備（間伐）の推進
※既存森林経営計画策定森林を対象

流域TrS解消

流域TrS解消

END

END

・河床掘削、伐開

END

砂防TrSⅱの対策

・不透過型砂防堰堤の整備

・流木捕捉工の整備

流域TrS解消

【ソフト対策】

・カメラの整備

・避難体制の強化

END

ため池TrSⅱの対策

【砂防TrSⅰの対策】

・流木捕捉工の整備

【ため池TrSⅰの対策】

・流木止

・網場

・洪水吐構造の改修

END

流域TrSを抽出 砂防TrSⅰ、ⅱを抽出 ため池TrSⅰ、ⅱを抽出

流域TrS解消

・森林経営計画の新規策定推進

・森林整備（間伐）の推進



「流域一体となった総合的な流木対策計画」イメージ図
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